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計
画
に
基
づ
く
改
善
中
で
あ
る
。
改

善
確
認
後
、
操
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
か
と
思
う
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

行
政
評
価
、
補
助
金
の
一
般
財
源
化
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
。

松
崎
議
員

(1)
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
地
縁
団
体
横
山
頭
町
内
会
の
認
可

取
消
に
つ
い
て
。
申
請
内
容
は
認
可

要
件
で
あ
る
資
産
は
虚
偽
の
も
の
で

あ
る
。
即
刻
取
消
す
べ
き
で
あ
る
。

②
三
位
一
体
改
革
と
財
政
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
地
方
交
付
税
が
約
六
億

数
千
万
円
の
削
減
と
い
う
。
義
務
教

育
費
や
生
活
保
護
費
と
い
っ
た
重
要

テ
ー
マ
が
先
送
り
さ
れ
削
減
の
み
地

方
自
治
体
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
交

付
金
の
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
見

直
さ
れ
削
減
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
市
役
所
の
組
織
機
構
の
見
直
し
を

例
え
ば
企
画
調
整
が
商
工
と
い
っ
し

ょ
に
い
て
、
市
の
計
画
等
の
調
整
が

で
き
る
の
か
。
男
女
共
同
参
画
が
企

画
商
工
に
あ
る
と
か
、
不
備
で
は
。

(2)
福
祉
保
健
行
政
に
つ
い
て

①
介
護
保
険
報
酬
の
不
正
請
求
が
あ

ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
。
本
市
の
対

策
は
。

②
「
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」

の
時
間
延
長
は
で
き
な
い
か
。

を
超
え
て
い
た
と
し
て
、
県
が
民
間

業
者
に
改
善
勧
告
を
し
た
と
あ
る
が
、

そ
の
後
の
改
善
状
況
に
つ
い
て
。

市
長

(1)
①
友
好
都
市
を
す
ぐ
に
締
結

す
る
よ
り
も
、
大
村
市
・
鹿
島
市
し

あ
わ
せ
街
道
交
流
宣
言
、
こ
れ
を
も

と
に
両
市
の
市
民
交
流
を
一
層
拡
大

し
、
実
質
的
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
将
来
は
、
友

好
都
市
提
携
と
い
う
も
の
も
考
え
ら

れ
て
い
く
と
思
う
。

②
市
内
を
通
る
長
崎
街
道
を
Ｐ
Ｒ
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
、
長
崎

街
道
沿
い
に
標
柱
、
案
内
板
、
説
明

板
等
を
市
内
48
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
が
、
17
年
度
は
も
っ
と
わ
か
り
や

す
く
見
や
す
い
観
光
マ
ッ
プ
に
な
る

よ
う
、
改
訂
を
加
え
て
い
き
、
長
崎

街
道
の
な
お
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た

い
。

市
民
環
境
部
長

(2)
①
長
崎
県
よ
り
10

月
14
日
、
刑
事
告
発
さ
れ
、
10
月
25

日
、
大
村
署
と
長
崎
県
警
察
は
大
量

の
廃
ビ
ニ
ー
ル
を
放
置
し
た
と
し

て
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
を
廃
棄

物
処
理
法
に
基
づ
く
措
置
命
令
に
対

し
、
従
わ
な
か
っ
た
疑
い
で
逮
捕
し

た
。
県
と
し
て
は
司
法
の
判
断
を
待

っ
て
今
後
の
対
応
を
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

②
当
該
施
設
の
使
用
を
禁
止
す
る
勧

告
が
２
月
３
日
出
さ
れ
、
即
刻
、
廃

棄
物
焼
却
炉
の
使
用
が
停
止
さ
れ
た
。

施
設
の
改
善
計
画
書
は
２
月
15
日
に

県
へ
提
出
さ
れ
、
現
在
、
施
設
改
善

③
保
育
行
政
に
つ
い
て
、
私
立
保
育

所
の
新
設
増
設
計
画
は
。

市
長

(1)
①
町
内
会
の
台
帳
に
土
地
、

建
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、

行
政
が
一
方
的
に
取
り
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
現
段
階
で
は
、
認
可
を

取
り
消
す
考
え
は
な
い
。

②
平
成
17
年
度
の
収
入
の
面
は
、
市

税
が
２
億
３
千
万
円
、
所
得
譲
与
税

が
１
億
５
千
万
円
増
え
る
見
込
み
で

あ
る
。
経
費
の
需
要
額
の
面
で
は
市

町
村
合
併
な
ど
増
え
る
要
因
は
な
い
。

差
し
引
き
し
て
、
普
通
交
付
税
で
５

億
円
の
減
に
な
る
。
特
別
交
付
税
は
、

災
害
な
ど
の
特
別
の
事
情
も
な
い
た

め
、
１
億
２
千
万
円
の
減
を
見
込
ん

で
い
る
。
合
わ
せ
て
、
地
方
交
付
税

は
６
億
２
千
万
円
の
減
を
見
込
ん
で

い
る
。

③
商
工
と
企
画
の
連
携
を
強
く
し
た

い
考
え
が
あ
っ
た
。
男
女
共
同
参
画

推
進
室
は
企
画
部
門
と
考
え
て
こ
の

よ
う
な
組
織
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

福
祉
保
健
部
長

(2)
①
事
業
者
の
監
査
、

指
導
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
適
正
化
事
業
を
担
当
す
る

職
員
を
配
置
し
て
、
適
正
給
付
と
不

正
防
止
に
努
め
た
い
。

②
事
業
の
取
り
組
み
の
経
過
が
あ
り
、

時
間
延
長
は
厳
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
利
用
者
の
要
望
等
に
つ
い
て

も
事
業
者
側
と
協
議
を
し
た
い
。

③
人
口
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
周
辺
に
保
育
所
が
な
い
富

の
原
地
区
に
必
要
が
あ
る
と
判
断
を

し
、
60
人
定
員
の
保
育
所
１
カ
所
を

新
設
す
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
大
村
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
中
止
。

・
市
営
住
宅
建
設
の
地
元
説
明
は
。

・
仮
「
北
部
コ
ミ
セ
ン
」
の
運
営
は
。

和
崎
議
員

(1)
総
務
行
政
に
つ
い
て

①
九
電
大
村
発
電
所
の
解
体
工
事
で

50
年
間
に
亘
り
大
村
湾
に
流
出
し
て

い
る
焼
却
灰
汚
で
い
が
工
事
に
含
ま

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
？
松
原
地

区
海
域
を
「
昔
の
海
」
に
戻
す
た
め

に
九
電
は
当
然
周
辺
の
海
を
掃
除
す

べ
き
で
、
市
長
と
し
て
は
強
制
執
行

を
考
え
に
入
れ
、
即
刻
九
電
側
と
交

渉
せ
よ
！

②
海
上
航
空
隊
の
埋
立
増
設
に
は
、

国
交
省
、
防
衛
庁
に
対
し
、
大
村
の

自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
ヘ
ド

ロ
を
汲
み
上
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
埋

設
工
事
を
要
請
す
べ
き
で
、
こ
の
工

事
方
法
が
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る

に
間
違
い
な
し
。
山
を
崩
す
事
は
、

反
対
。
漁
協
組
合
員
ば
か
り
で
な
く

環
境
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
。
市
長
は
即
行
動
を
起
し
、

陳
情
す
べ
き
で
あ
る
。
市
長
の
考
え

方
は
？
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警
鐘
を
鳴
ら
す
！

市
民
の
み
な
さ
ん
監
視
し
ま
し
ょ
う
！

九
電
大
村
発
電
所
の
焼
却
灰
を

大
村
湾
に
放
置
し
て
！

国
の
三
位
一
体
改
革
は

地
方
自
治
大
打
撃
！




